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水と緑と花のまち お轟轟昭和49年5月1目 的 732

人口の動き 法樟相談目

‘ ll.~ ι 
4~1回現在刷出
入口由i曲9+70 
男 28，449+日
女 30，4回 目

5 ~ 16日〈木〉

9場30分-15時

市役所市農相飯室

世帯野数15η5+76 Iお気笹にどうぞ

郡地区に

一一一一
共同調理場
一 一 一一一

学校給食

血・

、吋守之容僚で1(lOOλ (Tl幹事ぎ
然穫のパランスをとヲた姶食で鬼歯・生徒の身体の

健全信発育を悶り.食司院の僧専を通じ調和聞とれた人

格形成"自惜して学校給食は日々改良工夫されてい

ます.市は'"池巨の小学校d飴食e値段が老朽化したの
を機会に終局掴煙場を昨寧8月新般し.竹経 ・福1<'

必'"の各め権関 ・小?-校の給食 '.気lO人分を賄。てい

ます.総エ費約S千5百万岡、面積1，794rrlの徴地に

は重量鉄骨平，.溜り450m'の鎗物が周囲においしい匂

いをたどよわぜています段欄鰻後顕はいずれも畳

新式のもので.謹畿自動でg鳴き物.掲げ物ができる機
緩や自動の食患や食衝の説砂織誠薗装置のついた食

糧f商事保管障 6学録分の飴食が収納されるコγテナ

はど鎗食のレベルア ップに"人の緩慢は懸命に努力

しています

.鵬闘栂欄園田 '"創
刊 一 一一一fiHJl図 15目提行 発行所/大村市役所緬集人/鎗署管棟集岩永恕印刷所/;1!ー印刷
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(2) り

支

給

む

拡

大

おお

ニ
級
障
害
者
に
も

市政だより

こ
の
度
国
民
年
金
法
が
改
正
さ

れ
従
来

一
級
障
害
者
ま
で
福
祉
年

金
を
支
給
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
四
月
か
ら
二
級
障
害
者
に
も

障
害
福
祉
年
金
を
支
給
さ
れ
る
よ

う
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
次
に
該

当
す
る
方
は
手
続
を
し
て
下
さ
い

該
当
者

ω昭
治
四
十
四
年
四
月

一
日
以
前

に
生
れ
た
人

ω二
十
歳
以
上
で
か
つ
初
診
日
が
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二
十
歳
前
で
あ
る
人

ω昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日
以
前

に
初
診
日
の
あ
る
人

ω障
害
の
程
度
が
厚
生
大
臣
の
定

め
る
障
害
に
該
当
す
る
人
.

診
断
書
の
添
付

ω次
の
障
害
に
該
当
す
る
人
は
診

断
書
の
添
付
は
省
略
し
ま
す
が

身
体
障
害
者
手
帳
の
提
示
が
必

要
で
す
。

ィ
、
両
上
下
肢
を
欠
く
も
の

ロ
、
指
に
お
い
て
は
根
本
か
ら

欠
く
も
の

ω右
以
外
の
障
害
に
該
当
す
る
人

は
診
断
書
の
添
付
が
必
要
。

な
お
、
診
断
書
の
様
式
は
国
民

年
金
法
で
定
め
ら
れ
た
用
紙
を
使

用
す
る
(
診
断
書
は
保
険
年
金
課

に
あ
り
ま
す
)

支
給
範
囲

ω普
通
恩
給

・
共
済

・
厚
生
年
金

普
通
扶
助
料
の
受
給
者
で
年
額

十
万
円
以
下
の
人

ω戦
争
公
務
が
起
因
で
恩
給
文
は

公
務
扶
助
料
を
受
け
て
い
る
人

は
、
そ
の
戦
没
者
の
階
級
が
大

尉
以
下
の
遺
族
の
人

ω本
人
及
び
配
偶
者
又
は
扶
養
義

務
者
の
年
間
所
得
が
国
民
年
金

で
定
め
ら
れ
た
基
準
を
こ
え
な

遺

徳

を

し

の

び

故
大
村
純
毅
氏
の
市
葬

名
誉
市
民
故
大
村
純
毅
氏
の

市
葬
は
松
本
市
長
が
者
犠
委
員

長
と
な
っ
て
四
月
二
十
日
午
後

二
時
か
ら
市
民
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
.

こ
の
日
市
民
会
館
の
ス
テ

i

~ 

健
康
で
仕
事
に
は
げ
み

ジ
に
は
庭
園
風
の
斎
壇
が
設
け

ら
れ
、
中
央
に
在
り
じ
日
の
笑

み
を
含
ん
だ
写
真
の
両
側
に
高

松
宮
妃
殿
下、

秩
父
宮
家
か
ら

い
人

支
給
開
始

年
金
額
年
額
六
万
円
月
額
五
千
円

※
詳
し
く
は
市
保
険
年
金
課
へ

福祉年金所得状況届

四
月
か
ら

5月25日までに

--国民年金一ー

国
民
年
金
の
福
祉
年
金
(
老
齢

会
場
は
知
事
代
理
を
は
じ
め

長
崎
市
長
、
東
京
大
村
人
会
な

ど
千
三
百
人
余
で
埋
ま
り
、
故

入
党
た
た
え
て
福
井
市
議
会
議

長
外
四
人
の
弔
辞
、
五
百
通
を

越
す
弔
電
な
ど
遺
徳
を
し
の
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
市
葬
と
な
り
焼

香
の
後

一
時
間
半
に
及
ぶ
式
を

の
と
下
賜
品
が
供
え
ら
れ
各
界

か
ら
の
供
花
で
飾
ら
れ
ま
し
た

終
り
ま
し
た。

-
障
害

・
母
子
)
を
現
在
受
け
て

い
る
人
、
ま
た
受
け
る
資
格
は
あ

る
が
、
現
在
支
給
停
止
に
な
っ
て

い
る
人
は
毎
年
五
月
に
「
福
祉
年

金
所
得
状
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な
っ

て
い

ま
す
の
で
、

五
月
二
十
五
日
ま
で

に
年
金
証
書

・
印
鑑
を
も
っ
て
保

険
年
金
課
ま
た
は
も
よ
り
の
出
張

所
で
手
続
を
と
っ
て
下
さ
い
.

な
お
現
在
受
給
中
の
人
は
、
五

月
分
の
支
給
分
を
郵
便
局
で
受
領

さ
れ
た
後
に
こ
の
手
続
を
し
な
い

と
、
今
後
の
支
給
が
遅
れ
る
乙
と

が
あ
り
ま
す
の
で
提
出
期
限
を
厳

守
し
て
下
さ
い
。

県
の
敬
老
年
金
受
給
申
請

5
月

引

四
月

一
日
現
在
で
次
の
各
号
に

該
当
さ
れ
る
人
は
早
く
福
祉
事
務

所
で
申
請
手
続
き
を
し
て
下
さ
い

1
日
本
国
民
で
あ
る
人

2
八
十
歳
に
達
し
て
い
る
人
(
明

治
二
十
六
年
四
月
三
日
か
ら
明

治
二
十
七
年
四
月
二
日
ま
で
に

生
れ
た
人
)

ノ

一
概
一
二曙い
i

-

九
州
~

い
頃
一:・
~
奉
v

i

-

小
即
刻
一

利用 を、こ

楽
し
い
家
庭
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

低
所
得
の

家
庭
で
老
衰

心
身
の
障
害

な
ど
の
理
由

に
よ
り
日
常

生
活
を
営
ひ

の
に
支
障
が

あ
り
養
護
が

で
き
な
い
状

態
に
あ
る
家

庭
を
週
二
回

程
度
訪
問
し

て
無
料
で
次

市

日

ま

で

l

|

3
県
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
住

所
を
有
し
て

い
る
人
、
こ
れ
ま

で
に
年
金
を
受
け
て
い
る
人
(

受
給
権
者
)
は
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
受
給
権
者
で
死
亡
さ
れ
た

人
は
長
崎
県
敬
老
年
金
証
書
を
添

え
遺
族
の
人
が
届
出
て
下
さ
い
.

の
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
制
度
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

食
事
の
世
話
、
衣
類
の
洗
濯
補

修
、
住
居
な
ど
の
掃
除
、
整
理
整

と
ん
、
身
の
回
り
の
世
話
、
生
活

必
需
品
の
買
物
、
通
院
介
助
、
生

活
、
身
上
時
そ
の
他
必
要
な
相
談

助
言
派
遣
の
手
続
き

派
遣
希
望
を
さ
れ
る
場
合
は
、

申
請
書
を
福
祉
事
務
所
に
提
出
し

て
下
さ
い
。
申
請
書
は
福
祉
事
務

所
に
あ
り
ま
す
.

民
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りむおお市政だより(3) 

公営住宅の収入基準
~ ‘一一一守一一一， 守一一'ー・ー 一一ー

正改を入収組
親

切

で

き

ま

り

を

守

る

(給与所得者の場合)

扶 養 親 族 数 別 車E 収 入
種 Bリ

0 人 I 1 人 I 2 人 I 3 人堕9O669日〕ま29Oで」4(1旦，18469日!.-旦9川9旦9ま〉引引で」| 1 5 人 ! 6 人第 一 種 1.1田'割|1必1，9号|| 1J55139針1，723， 999 I 1， 895， 999 I 2郎事lm守
(99，666) 1 (113，499) 1 (127，333) 1 (143，666) 1 (157，999) I (172，166) 1 (186，49 

第 種 860，006ま0〉で 980，O06ま0)で 1，100，O06ま0)で||| 1，220， 13585，969ま9)で1|1 1，757，979ま〉9 で
(71.666)1 (81.666)1 (91，666)1 (101.6613)1 (116.833)1 (132.166)1 (146.49 

> 準基居入く

市

民

に
な
り
ま
し
ょ
う
“

⑨

⑨

⑨

⑨

⑨

 

農
業
者
年
金
に
加
入
を
・
・•• 

一
時
金
の
給
付
始
ま
る
/

上欄は年間総支給額。 ( )書は月額を示す。

農
業
者
年
金
も
今
年
で
満
三
年

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
一
月
か
ら

は
、
年
金
給
付
の
一
部
で
あ
る
脱

退

一
時
金
と
死
亡

一
時
金
の
給
付

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
.

乙
れ
は
何

ら
か
の
や
む
を
得
な
い
事
自
に
よ

り
年
金
を
脱
退
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
と
、
不
幸
に
し
て
途
中
で

死
亡
し
た
人
の
遺
族
に
対
し
て
支

給
さ
れ
る
給
付
で
す
。

太
格
的
給
付
は
引
年

1
月
か
ら

農
業
者
年
金
の
本
格
的
給
付
で

あ
る
経
営
移
譲
年
金
は
昭
和
五
十

一
年

一
月
か
ら
、
ま
た
農
業
者
老

齢
年
金
は
、
五
十
六
年

一
月
か
ら

給
付
が
始
ま
り
ま
す
。
本
格
的
給

付
に
備
え
て
、
ま
だ
加
入
し
て
い

な
い
人
に
は
年
金
を
で
き
る
だ
け

多
く
も
ら
う
た
め
に
も
、
す
ぐ
加

入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
農
協
文
は
農
業
委
員

会
へ
。

‘，4・‘y
、‘
，‘をも‘，、
，，‘.9
4

・‘，、，，
h
ピ‘
‘，、
，t
，‘
‘，昼、，，z
、r‘‘Z
E
f
，‘‘，、
，，E
、‘‘.f

※ 

' 

変
動
の
激

し
い
現
代
を

処
理
で
き
る

能
力
を
身
に

つ
け
る
た
め

市
連
合
婦
人

会
は
活
発
な

活
動
を
続
け

て
お
り
ま
す

が
、

四
月
十

七
日
市
民
会

館
で
昭
和
四

十
九
年
度
の

総
会
を
聞
き

幸
せ
を
守
る

幸せを守るために

市連合婦人会総会• 
た
め
の
努
力
目
標

ωい
の
ち
を
守
る
た
め
に

ωか
し
乙
い
消
費
者
と
な
る
た

め
に
ω家
庭
と
地
域
社
会
を
よ
く
す

る
た
め
に

を
決
め
、
特
別
講
演
や
レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ
ン
な
ど
で
親
交
を
深
め
意

【
市
立
病
院
だ
よ
り
】

市

主主
~" 

章

民
義
あ
る
総
会
を
終
り
ま
し
た
。

特
に
昨
年
は
二
十
五
周
年
記
念

事
業
と
し
て
バ
ス
停
留
所
に
ベ
ン

チ
を
二
十
脚
寄
付
し
ま
し
た
。

現
在
婦
人
学
級
を
開
設
し、

集

め
る
学
級
か
ら
集
ま
る
学
級
へ
と

意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

月日
5月15日保健薬の利用について与那城敏夫
6月5日胃・12指腸疾患について山口 洋一
6月19日血圧 と健康(脳卒中)早田正裕
7月3日糖尿病の予防と対策 藤田 洋
7月17日婦人のかかりやすい病気 大野 力
8月7日肝ぞ う病 尾崎修一
8月21日子供のかかりやすい病気

弁本上田 寿和雄智| 9月4日乙どものむしば
9月18日身体の機能とたも ち方 竹下潤一郎
10月28 老人と運動 別府 治彦

!10月阿 ストレス解消 松井 道
11月6日レジャーとスポーツ 土田竜馬l

健

康

な

家

庭

を

家
庭
医
学
教
室
本
年
も
開
講

一
昨
年
好
評

r
っ
た
市
教
育
委
員
会
主
催
の
家
庭
医
学
教
室

一
を
本
年
も
開
講
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
多
数
C
参
加
下
さ
い

※
毎
月
第
一

・

第
三
水
曜
日

午
後
一
時
三

十
分
l
三
時

三
十
分

※

場

所

中

地

区
公
民
館

※

講

師

市

立

病
院
医
岡

家庭医学教室 日程

こ
の
度
所
得
税
法
な

ど
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ζ

れ
に
基
づ
い
て
四
月

一
日
か
ら
公
営
住
宅
の

収
入
基
準
に
対
応
す
る

粗
収
入
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

入
居
基
準
は
下

記
の
通
り
で
す
。

①
申
込
は
市
建
築
課
、

市
民
課
、
西
大
村

・

竹
松
各
出
張
所
で
い

つ
で
も
受
付
け
て
お

り
ま
す
。

み
ど
り
の
寄
贈

み
ど
り
と
絵
の
あ
る
明
る

い
環
境
つ
く
り
に
小
路
口
郷

平
地
俊
章
さ
ん
か
ら
グ

ワ
シ

ン
ト
ン
ヤ
シ
グ
の
大
樹
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た。

ゴメイワク

オカケシマス

市
立
病
院
の
電
話
交

換
機
故
障
の
た
め
、
内

線
の
不
通
話
で

、
み
な

さ
ん
に
大
変
ご
め
い
わ

く
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち

下
さ
い
。



(4) りむおお

注
射
と
検
診

市政だより

圃
妊
婦
及
び
乳
幼
児

健

康

相

談

月 日 場 所 時 間

5月8，日三浦診療所 9:30-11:00 

5月10日竹松出張所
9:30-11:00 
13:00-15:00 

5月14日三浦幼稚園 13:30-14:00 

5月21日福重出張所 9:30-11:00 
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※
十
日
は
乳
児
の
み

十
四
日
は
幼
児
の
み

圃
日
本
脳
炎
の予
防
接
種

禁該
病か忌一当マ
後つ者者
衰け
弱、必三
者結臓歳
、核病以
虚、、上

弱糖じの
者尿ん人
、病臓
妊の病
産人

~ 

婦
、
有
熱
者
、
胸
線
リ
ン
パ
体

質
者
、
そ
の
他
医
師
が
接
種
を

行
う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る

疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

接
種
回
数

初
回
免
疫
者
二
回
接
種

」追
加
免
疫
者
一
回
接
種

料

金

無

料

※
日
程
は
下
記
の
と
お
り

.
三
歳
児
健
康
診
査

こ
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
に
大

切
で
す
。
お
繰
り
合
せ
お
で
か
け

下
さ
い
。

対
象
昭
和
四
十
五
年
，十
一
月
生

れ
の
人
及
び
昭
和
四
半
五
年
五

月
か
ら
昭
和
四
十
五
年
十
月
生

れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け

て
い
な
い
人
。

日
時
五
月
二
十
八
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
一
時

午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
大
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

日本脳炎予防接種実施日程表

接母会場 I1回目 I2回目

市役所 ||5(月木9〉日5月16日
古町公民館 (木〉

諏訪公民館
5月10B5月17日

宮小路公民館

松原出張所
(金〉 (金)

三浦幼稚園

鈴田出張所
5月21日5月28日

萱瀬出張所
(火〉 (火〉

市立病院 5月22日5(月水29〉日
植松保育園 (水〉

竹松本町公民館

福重出張所
5月23日5月30日

東大村小学校
(木) (木〉

市民会館 5月24日5月(金3)1日
黒木小学校 (金)

-

妊

婦

教

室

こんにちわ
保健婦ですノ

の
ぞ
め
そ
う
で
す
。

O
お
産
は
経
験
し
ま
し
た
が
、
や

っ
ぱ
り
不
安
で
・
:
:
。

。
今
ま
で
は
、
レ
バ
ー
を
食
べ
る

よ
う
に
勧
め
ら
れ
で
も
食
べ
ら

れ
な
か

っ
た
が
、
貧
血
の
調
理

実
習
に
参
加
し
、
レ
パ

l
の
調

理
法
な
ど
も
わ
か
り
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

受
講
者
の
中
に
は
、

現
在
妊
娠

し
て
い
な
い
が
、
次
の
お
産
に
役

立
て
た
い
と
い
う
熱
心
な
方
も
あ

り
ま
し
た
。

現
在
妊
娠
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

あ
な
た
も
一
度
受
講
し
て
み
ま
せ

ん
か
a

五
月
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
回
五
月
十
四
日

母
子
保
健
法、

妊
娠
中
の
件
活

第
二
回
五
月
二
十
一
日

産
後
の
生
活
、
栄
養
に
つ
い
て

(
貧
血
食
の
実
習
な
ど
)

時
間
午
後
一
時
か
ら

場

所

大

村

保

健
所

老
人
を
う
や
ま
い

一伸
び
ゆ
く
子
ど
も
の
夢
を

そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
中
を
元
気
に
過
ご
し
、
丈

夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た

め
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
の
十
月

か
ら
毎
月
二
回
開
催
し
て
い
ま
す

今
月
は
、
そ
の
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

受
講
者
は
毎
丹
十
人
前
後
で
、

こ
れ
か
ら
み
ま
す
と
、

抗
娠
時
期

か
ら
の
母
体
の
健
康
に
対
す
る
関

心
が
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
受
講
者
の
声
を
聞
い
て

み
ま
す
と
、

O
日
C
ろ
不
安
に
思
っ
て
い
た
事

な
ど
を
ゆ
っ
く
り
相
談
に
の
っ

て
も
ら
い
、
安
心
し
て
お
産
に

時間はいずれも午後2時4時30分

圃
原
爆
被
爆
者

定
期
健
康
診
断

て
法
律
で
定
め
ら
れ
た
定
期
健

康
診
断
で
す
。
必
ず
検
診
を
受

け
て
下
さ
い
.

二
、
国
立
病
院
、
市
立
病
院
に
入

院
中
の
人
は
病
院
で
受
け
て
下

さ
い
。

三
、
検
診
期
間
中
ど
う
し
て
も
受

診
で
き
な
い
人
は
、
国
立
病
院

市
立
病
院
で
そ
の
旨
申
し
出
て

検
診
を
受
け
、
結
果
を
手
帳
に

記
載
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

(
期
間
は
六
月
十
五
日
ま
で
)

四
、
住
所
変
更
に
つ
い
て
は
、
住

民
票
、
死
亡
の
場
合
は
、
健
康

手
帳
を
届
書
に
添
え
市
社
会
課

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
保
健
所
、
市
社
会
課
へ

日
程
は
左
記
の
と
お
り
。

募

お i
し i
b 
せ i

;公亡事ø~

;公〈匂げ j
i 唾翠炉実子:

集

圃
観
光
写
真
を
募
集

大
村
市
観
光
協
会
で
は
、
四
月

七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
大
村
さ
く

ら
祭
大
撮
影
会
に
引
続
き
、
春
の

大
村
公
園
を
テ

i
マ
と
し
た
風
物

ス
ナ

ッ
プ
及
び
カ
ラ
フ
ル
な
桜
、

ツ
ツ
ジ
な
ど
の
観
光
写
真
を
次
の

と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
の
で

多
数
の
作
品
を

ご

応

募

下

さ

な
お
、
さ
く

ら
祭
期
間
中
に

撮
影
さ
れ
た
作

品
も
結
構
で
す

対象 地 区 受付時 間 |

5月8日大村保健所 乾馬場、水田地区 9:00-14:00 

9日 。 古町、杭出津、水主町地区 9:00-14:00 

10日 〆ノ 諏訪、池田地区 9:00-14:30 

11日 fI 本町地区 9:00-11:00 

13日 fI 武部、三城、 片町地区 9:00-14:00 

15日 。
17日 M ニ浦、福重、萱瀬地区 9:00-14:30 

22日 λγ 久原地区 9:00-14:30 

23日 " 竹松地区 止い

24日 λソ 松並、並秘、植秘、松原地 9:00-14:30 

原爆被爆者定期健康診断日程表

市

民

雪量

l想

応
募
締
切

五
月
二
十
日

送
付
先
市
内

玖
島
郷
二
五

市
商
工
観
光

課詳
し
く
は
市

商
工
観
光
課
へ

章
)



水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た
き
れ
い
な
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
ラ
。

~ 

審
判

市

民

章

昭和49年5月1日 B
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氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
住
所
を

電
話
か
ハ
ガ
キ
で
久
原
郷

一
の

一
電
②
四
三
二
一
へ
。

開
設
期
間

六
月

t
来
年
二
月

ご
希
望
の
方
は
各
地
区
の
婦
人

会
、
文
は
社
会
教
育
課
へ
五
月
二

十
日
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
乙
の
外
に
社
会
生
活
、

家
庭
生
活
、
一
般
教
養
、
健
康
管

理
な
ど
に
関
す
る
学
習
も
各
地
区

で
開
設
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

て
下
さ
い
。

申
込
先
法
務
省
福
岡
矯
正
管
区

間
福
岡
市
東
区
大
字
松
崎

願
書
締
切
日

五
月
十
日
ま
で

国
「
刑
務
官
」

特

別

募

集

一

本

年
も
「
赤
十
字
社
員
増
強
運

一
動
」
の
時
期
に
な
り
、
五
月

一日

一
か
ら
全
国
的
に
こ
の
運
動
が
展
開

一
さ
れ
て
お
り
ま
す
@
乙
の
運
動
は

一
赤
十
字
の
性
格
や
使
命
、
あ
る
い

一
は
実
施
し
て
い
る
仕
事
の
内
容
な

一
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
き
『
家
ぐ
る

一
み
、
町
ぐ
る
み
」
社
員
と
し
て
参

一
加
を
お
願
い
し
、
社
業
の
発
展
を

一
図
ろ
う
と
す
る
の
が
目
的
で
す
@

一
日
本
赤
十
字
社
は
、
社
員
制
度

一
を
採
用
し
社
員
が
拠
出
す
る
社
費

一
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
社
員
は
日
赤
を
動
か
す
原
動
力

一
で
あ
り
、
社
員
に
な
る
乙
と
は
人

一
類
の
平
和
と
福
祉
へ
の
奉
仕
活
動

一
に
参
加
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

一
日
赤
大
村
市
地
区
で
は
、
町
務

一
連
絡
員
の
方
に
社
員
の
募
集
事
務

一
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

一
次
の
こ
と
に
つ
い
て
と
理
解
い
た

一
だ
き
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
一
、
社
員
は
赤
十
字
を
支
え
る
大

一

切

な

柱

で

す

二
戸
か
ら
一

人
は
赤
十
字
運
動

一

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
『
一

全
戸
社
員
加
入
」
を
目
標
に
、
一

本
年
も
ま
ず
社
費
年
額
三
百
円
一

の
社
員
を
増
強
す
る
こ
と
に
重

一

点
を
お
い
て
運
動
が
進
め
ら
れ
一

ま

す

。

一

二
、
新
規
社
員
の
開
拓
と
継
続
社
一

費

納

入

の

お

願

い

一

未
加
入
の
世
帯
に
対
し
て
は
、
一

も
れ
な
く
三
百
円
社
員
に
な

っ

一

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
、
一

ま
た
既
に
社
員
に
な
っ
て
お
・ら
一

れ
る
方
に
は
本
年
も
引
続
き
三
一

百
円
以
上
の
社
費
を
納
め
て
い
一

た
だ
〈
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。
一

三
、
百
円
社
員
の
三
百
円
社
員
へ
一

の

切

替

に

つ

い

て

一

従
来
社
費
年
額
百
円
を
納
め
て
一

い
た
だ
い
て
い
る
社
員
は
、
乙
一

の
機
会
に
三
百
円
以
上
納
め
る
一

社
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
一

お

願

い

し

ま

す

。

一

0

0

0

0

0

 

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
始
ま
る

受
験
資
格
昭
和
十
九
年
四
月
二

日

t
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日

生
れ
の
男
子

試
験
日

第

一
次
六
月
十
六
日

第
二
次
六
月
十
六
日
、
十
七

日
の
い
ず
れ
か
一
日

試
験
地

諌
早
市
ほ
か

試
験
申
込
用
紙
請
求
先

長
崎
刑
務
所

諌
早
市
原
口
町
五

O
八

そ
の
他
人
事
院
各
地
方
事
務
局

な
ど

※
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
赤
字
で

「
刑
務
官
申
込
用
紙
請
求
」
と

書
き
、
あ
て
先
月
郵
便
呑
号
も
)

明
記
の
返
信
用
封
簡
を
同
封
し

ハU
一
川

H
u
-
n
u

-
n
u
一

A
U

司

a

一
円U

一向U

一q
u

一n
U

間

一戸山

一
念

一念

一丘

一正

一
~
一
~
一
~
一
~
一
~

一n
u

一口
U

一円U

一円
U

一A
U

時
-
氾

一
泊

一泊

一円以

一
泊

-
q
3
-
n
U

一円U

一q
a

一
ハU

一唱
E
a
-
-

唱E--

一噌，
E-
一
守B--

一'
E
A

日目

一
一

口凶

一
グ
一
グ
一
グ

級
一
催

一回

一畑

一
水

一水

一月

園
一
ワ
山
一
司
d

一4a
一

一

E
-

一ヨ
J

一
・
一
ー
-
-
一
口
一

3

竜
一
開
一
勧

一
知

一
鰐
一
制
一
第

人
一
場
一
館

一館
一

↓
一報

一館

一
一
書
一
民
一
ホ
一
裁
一
民

婦
一

-U
一幻

一
年

↑祐

一
U

・
一

一
図
一
公

一
が

一
新

一
公

・

一

一

立

一
央
一
青
一
高

一央

一
会
一
子
一
H
F

一
労

一
野
一
ド

一メコ

一
市

一
中
一
蛇

一
瀬
一
中

一
リ
一
ス

一

一
グ一

一校

一
B
一一

一
P

一
ス
一
H
H

一
学

一E
一
宇
一
彫
一
↓
一
裁
一

活

一
種

一
世話

一
村

一
子
一
期

一
生

三

〉

-e-f-E4
..
 

2
.
・・tFez
--zJ
E--tく
・
ミ
く
J
・tr・-J
、
z-〉、
，

r・2
・〉・・
.2〈

-2・・'〉・
.. 
f
J、Z
三
.
J

、Jez--〉
・.ft.5.4

・

家

畜

減

少

し
、
有
毒
植
物
に
よ
る
家
畜
次
第
に
脈
樽
ひ
ん
度
、
不
規
則
細
ん

、

グ

飼

養

の

の

中

毒

例

も

減

少

傾

向

に

あ

り

ま

弱

と

な

る

.

そ

の

他

呼

吸

も

浅

弱

叩

~

凶

規

模

拡

す

が

、

最

近

県

下

各

地

で

緑

化

推

と

な

り

、

四

肢

の

け

い

れ

ん

、

踏

ん

円

h

大
に
伴
進
が
行
わ
れ
、
そ
の
樹
木
と
し
て
眼
、
蛋
白
尿
及
び
尿
意
ひ
ん
数
な
川

ヤ

コ

卸

い

自

給

キ

ョ

ウ

チ

ク

ト

ウ

が

重

宝

さ

れ

、

ど

が

み

ら

れ

る

。

V

れ

6

発

飼
料
の
今
後
国
県
道
沿
線
に
植
樹
さ
れ
る
牛
に
対
す
る
中
毒
量
は
、
生
葉
)

ヤ

物

敬

給

与

態

乙

と

が

予

想

さ

れ

ま

す

の

で

と

注

十

五

t
二
十
G
，
、
乾
葉
五

t+ny
川

一

植

誤

勢

が

進

意

下

さ

い

。

馬

は

生

葉

十

t
一
干
G
d
、
綿
羊
は
一

~

!

中

め

ら

れ

中

毒

の

症

状
は
食
欲
不
振
か

ら

一

t
五

nyと
さ
れ
て
い
ま
す
.

J

~

毒

た

た

め

始

ま

り

、

流

涯

、

お

う

吐

、

下

痢

家

畜

が

キ

ョ

ウ

チ

ク

ト

ウ

を

ふ

~

有

野

草

の

を

お

こ

し

、

心

音

及

び

脈

は

最

初

食

」べ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ん

y

，
利
用
は
異
常
に
強
く
ゆ
る
や
か
で
す
が
、
ょ
う

J

?
z
tep----1・・2
・
〉

?
(
-
E
e
:
'
5・1
f
y，C
・E・，

f
・1・
S
・J
-
t
J、
-e，.5
=
1・・〉
-t2-e〈
・
2
・Jt〉
三・

f、
(
〈
〈

-=A

講

習

会

-
墨
絵
教
室

日
時
五
月
二
十
七
日

l
七
月
二

十
九
日
毎
週
月
曜
日

午
前
十
時

l
十
二
時

場
所
中
央
公
民
館

対
象
成
人
一

般

定

員

三

十

人

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
教
材
費

実
費
)

講
師
椎
葉
一
木
氏

申
込
方
法
五
月
十
五
日
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ

-
柔
道
教
室

一
般
高
・
中
・

小
学
生

毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
六
時

t
八
時

(
小
・
中
学
生
は
七
時
ま
で
)

場
所
市
民
体
育
館

申
込
練
習
日
は
体
育
館

(電
③

l

一
五
五
二
)
又
は
市
内
竹
相
松

本
町
浦
山
方
(
電
⑤
l
七
八

一
一
)
へ

日対
時象

り，市政1とより ;ぉ:おむ

園
少
年
野
球
大
会

五
月
二
十
五
・
二
十
六
日

市
営
球
場
及
び
補
助
グ
ラ

ン
ド

チ
ー
ム
編
成

ハ
小
学
生
の
部
〉

-
小
学
校
五

l
六
年

.
一
チ

i
ム
十
二
名

・
各
学
校
区
単
位
で
編
成

場期
所目

八
中
学
生
の
部

V

-
学
年
は
間
わ
な
い

.
一
チ
!
ム
十
二
名

・
町
内
単
位
で
編
成

申
込
旭
堂
ス
ポ
ー

ツ
庖

(
駅
前

ピ

ル

電

①

l

五
三
二
)

締
切
五
月
九
回

主
催
市
野
球
協
会

共
催
市
教
育
委
員
会

町、E
ぜ，

b
k
u
 

，dE
、



(6) 

-
大
村
オ
リ
エ
ン
テ
1

リ
ン
ゲ
大
会

り

チ
ー
ム
、
子
供
会
チ
!
ム
、
そ

れ
ぞ
れ
四
1
五
名
で
パ
ー
テ

ィ

ー
を
組
み
、
パ
ー
テ

ィ
ー
単
位

で
ハ
ガ
キ
に
責
任
者
の
住
所
、

氏
名
と
全
員
の
年
齢
、
性
別
を

書
き
市
教
育
委
員
会
体
育
課

へ

申
込
締
切
五
月
十
日

(当
日
も
受
け
付
け
ま
す
)

おおむ

野
山
に
設
け
ら
れ
た
ポ
ス
ト
を

地
図
、
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
、

速

く
正
確
に
探
す
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

で
す
.
男
女
、
年
齢
、

性
別
に
関
係
な

く
参
加
で
き
ま
す
.
多
数
ご
参
加

下
さ
い
.

集
合
日
時

五
月
十
九
日

午
前
九
時
三
十
分

集
合
場
所
忠
霊
塔
広
場

携
行
品

歩
け
る
服
装
、

赤
ボ
l

ル
ペ
ン
、
昼
食
、
(
コ

γ
パ
ス
、

地
図
は
貸
し
ま
す
)

申
込
方
法
男
子
組
、
女
子
組、

男
女
混
合
組
、
家
族
組
、
職
場
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“郷土の常識書"

~ 
完成/

5月中旬とろ頒布

そ

の

他

大村史話(中巻)

圃
新
着
図
書
の
お
知
ら
せ

市
立
図
書
館

奇
門
遁
甲
入
門

(田
口
真
堂
)

し
い
た
け
健
康
法

(
森
喜
作
)

千
年
の
歴
史
を
誇
る
大
村
の
史

話
を
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て

郷
土
の
常
識
書
に
な
る
よ
う
「
大

村
史
話
」
(
上
・
中
・下
巻
)は、

さ

き
に
上
巻
が
発
行
さ
れ
ま
し
た。

そ
の
後
執
筆
者
の
努
力
に
よ
り

中
巻
が
五
月
中
旬
ご
ろ
完
成
し
ま

す
。
内
容
は
江
戸
時
代
に
属
す
る

諸
論
が
豊
富
に
書
か
れ
て
い
ま
す

頒
布
の
方
法
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
.

①

価

格

①
頒
布
方
法

千
円
現
金
引
換
で
す
か

公
害
や
交
通
事
故
を

愛
に
つ
い
て
(
大
岡
昇
平
)

川
は
い
ま
も
流
れ
る
(
大
原
富
枝
)

私
の
幸
福
論

(水
上
勉
)

人
間
水
域
(松
本
清
張
)

影
法
師
(
遠
藤
周
作
)

そ
の
道
は
行
き
止
り
(平
岩
弓
枝
)

観
音
経
入
門

(松
原
泰
道
)

入
江
塾
の
秘
密

(入
江
伸
)

さ
び
し
い
乞
食

(
北
杜
夫
)

赤
い
影
法
師

(
柴
田
錬
三
郎
)

牙
の
時
代
(
小
松
左
京
)

天
声
人
語

(朝
日
新
聞
社
)

勝
海
舟

(子
母
沢
寛
)

笑
点

(三
波
伸
介
)

草
の
つ
る
ぎ

(野
E
邦
暢
)

明
日

へ
の
道

(横
井
庄
一
)

大
予
言

(五
島
勉
)

南
総
里
見
八
犬
伝

(小
学
館
)

月

山

(

森
敦
〉

陸
軍
中
野
学
校

(畠
山
清
行
)

-
無
料
法
律
相
談
会

長
崎
地
J

家
裁
大
村
支
部
と
大

村
調
停
協
会
と
の
共
同
主
催
で
無

料
法
律
相
談
会
が
聞
か
れ
ま
す
@

相
談
は
す
べ
て
無
料
で、

秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
と
利
用
下
さ
い
.

五
月
八
日

午
前
十
時

t
午
後
四
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

日
時

場
所

ら
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

な
お
遠
隔
の
人
は
本
代
に
送
料

一
冊
百
二
十
円
を
加
え
て
現
金

書
留
文
は
親
和
銀
行
大
村
支
庖

普
通
預
金
口
座
八
六
二

O
七
に

振
込
ん
で
下
さ
い。

①
頚
布
時
期

五
月
十
五
日
ご
ろ

相
談
内
容

。
離
婚
、
相
続
、
扶
養
、
そ
の
他

男
女
関
係
、
身
分
上
の
問
題
な

ど
家
事
に
関
す
る
こ
と

{
O
金
銭
貸
借
、
土
地
、
建
物
、
登

「

記
な
ど
民
事
に
関
す
る
こ
と

山

O
そ
の
他
の
法
律
問
題
。

~
・
発
明
相
談
室

一
日
時

五
月
十
八
日

(
土
)

V

午
前
十
時

l
十
二
時

M

場
所

市
商
工
観
光
課

一

※
県
発
明
協
会
か
ら
担
当
者
が
出

『
向
い
て
き
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

N

今
年
度
の
予
定
は
次
の
と
お
り

戸

八
月
十
七
日
、
十
一
月
十
六
日

『
い
ず
れ
も
午
前
十
時
1
十
二
時

※
上
巻
を
増
版
し
ま
す
が
部
数
は

僅
少
で
す。

入
用
の
人
は

一
冊

八
百
円
で
す
。

遠
隔
の
人
は
送

料
百
二
十
円
を
添
え
て
現
金
送

金
し
て
下
さ
い
。

起
こ
さ
な
い
よ
う
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
何 一

大

村

の

碑

(5)

一
山
口
凍
渓
の
碑

み

一

福
重
出
張
所
前
を
通
過
し
て
弥

・
ろ
〈
じ

一
一勅
寺
方
面
ヘ
カ
ー
ブ
す
る
道
路
わ

一
き
左
手
の
小
高
い
箇
所
に
立
つ
碑

一
が
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
大

一
村
の
代
表
的
な
漢
学
者
・
教
育
者

一
と
し
て
徳
望
高
い
山
口
凍
渓
を
記

一
念
す
る
碑
謡
番

Jf¥
曙
藤
整

一
で
あ
る
・

騒

騒

機

鱗

編

鶏

一
明
治
二
十

一川
機
盤
機
機
嫌
機

一
八
年
凍
渓

織

麟
醐
麟
麟
機
織
機
騒

一
の
遺
徳
を

い

翻

灘

機

鱗

額

一
し
の
ぶ
円

一一一一通
懇
機
遊
離
麟

一
人
ら
に
よ
ー

¥

一義
務
畿
滋
鰻
議
蹴

一
っ
て
、
郡

ι

リ

γ
¥

i

j

i

i

J

ぷ

一
川
近
く
の
旧
国
道
沿
い

に
建
て
ら

一
れ
た
が
、
の
ち
、
凍
渓
の
旧
屋
敷

一
内
の
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。

一

凍

渓
は、

天
保
十
年

(
一
八
三

一
九
年
)
松
原
の
岩
永
徳
内
の
末
子

市

じ
ろ
う
ぺ
い

一
と
し
て
生
れ
、

二
郎
平
と
名
の
つ

-

E

・2

一
た
。
父
徳
内
は
藩
校
五
教
館
の
学

一
頭
で
あ
っ
た
の
で
、
二
郎
平
も
小

一
さ
い
時
か
ら
藩
校
で
学
び、

非
凡

一
な
才
能
が
認
め
ら
れ
、

二
十
一

歳

回

し

よ

う

へ

い

乙

う

一
の
時
、

選
ば
れ
て
江
戸
の
昌
平
校

一

(
今
の
東
大
に
相
当
す
る
)
に
入

学
。
三
年
後
優
秀
な
成
績
で
卒
業
一

さ
ら
に
大
阪
の
藤
沢
塾
で
専
ら
文
一

章
ぞ
学
び
帰
藩

し

た

.

一

直
ち
に
藩
校
に
迎
え
ら
れ
て
教
一

べ
ん

冒

鞭
を
と
っ
た
。
そ
の
聞
に
福
重
の
一

山
口
家
の
養
子
と
な
っ
た
.
養
父
一

い

ベ

包

九

四

山
口
伊
兵
衛
は
大
村
家
に
仕
え
て
一

う
ま
ま
わ
り

馬
廻
り
(
家
老
に
つ
ぐ
要
職
)
で
一

あ
っ
た
が
、
江
戸
勤
め
か
ら
帰
る
一

途
中
小
倉
で

病

没

し

た

。

一

二
郎
平
は
凍
渓
と
号
し
、
明
治
一

五
年
藩
校
が
廃
止
さ
れ
た
あ
と
、
一

態
摩

盤

襲

綴
畿

大
村
玖
島
一

繍
繍
繍
趨
繍
綴
縦二
V
醐
小
学
校
や
一

機

機

錦

織

燃

総
輔
県
立
大
村
一

機
麟
繍
鱗
麟
一
…
覇

中

学

さ
ら
一

欝

議

開

離

に
私
立
時
一

議

欝

陸

棚

総
盤
鵬
代
の
申
学

一

醗

臨

園

周

縁
幽
闘
で
も
教
鞭
一

語
割
譲
塑
aa子
議
喝
を
と
っ
た
一

津
一
渓
は
、
高
い
理
想
と
識
見
を
一

も
ち
、

潔
癖
で
、
言
葉
の
少
な
い
一

人
だ
っ
た
が
、
一
た
び
教
壇
に
立

一

つ
と
、
と
う
と
う
た
る
講
義
で
生
一

徒
を
魅
了
し
心
服
さ
せ
た
.
明
治
一

に
な
っ
て
大
成
し
た
郷
土
出
身
者
一

〈

ん

と

う

-

の
多
く
は
、

凍
渓
の
薫
陶
を
受
け
一

て
い
る
・
ま
た
旅
が
好
き
で
、
当
一

時
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
を
遊
歴
し
一

た
と
い
う
・
有
名
な
紀
行
文
「
漫
一

遊

尽

」

を

著

し

た

。

一

明
治
二
+
五
年
病
没

五
十
四
歳
一aaE 

市

i憲

章

民
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